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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第21期

第１四半期連結
累計期間

第22期
第１四半期連結
累計期間

第21期

会計期間

自  平成24年
６月１日

至  平成24年
８月31日

自  平成25年
６月１日

至  平成25年
８月31日

自  平成24年
６月１日

至  平成25年
５月31日

売上高                     （千円） 242,595 460,952 1,516,027

経常利益 　　　　　　　   （千円） 22,631 85,001     329,796

四半期（当期）純利益   　　（千円） 94,208 40,821 417,609

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 94,103 39,487 427,444

純資産額                   （千円） 1,212,448 2,143,804 2,154,569

総資産額                   （千円） 1,851,445 3,381,937 3,355,092

１株当たり四半期（当期）純利益金

額　　

　　　　　　　　　　　　　　 （円）

1,199.45 406.17 4,968.88

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額           （円）
1,190.33 405.37 4,918.44

自己資本比率                 （％） 65.4 63.3 64.2

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には消費税等は含まれておりません。

　

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　　当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に

記　　　　　　　　　　　　　載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。　　

　

２【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

　当第１四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、金融緩和政策や経済対策による円安傾向と株価の回復基

調を背景に、企業収益の改善や個人消費の回復など、緩やかな回復傾向にはあるものの、米国金融政策の行方や

依然として続く欧州諸国の債務問題など、引き続き先行きがやや不透明な状況で推移いたしました。当社グルー

プの主要取引先である半導体メーカーにおいても、一部の顧客で好調なスマートフォンやタブレット端末向け製

品の設備投資の動きが見られるものの、中長期的な投資戦略にはやや慎重な姿勢が見られました。このような状

況の中、当社グループは、最小限の組織体制とコスト構造を維持しつつ、設備投資需要の取り込みを図る活動を

継続いたしました。

　当社グループの主力製品であるＣＣＤ及びＣ－ＭＯＳイメージャ向け検査用光源装置の実績につきましては、

堅調に推移いたしました。太陽光発電関連製品につきましては、「再生可能エネルギーの固定価格買取制度」に

よる太陽光発電システムの需要を見込み、遊休地等の活用のため商品化した「ＯＨＩＳＡＭＡ ＳＹＳＴＥＭ」

の拡販に注力いたしました。

　これらの結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は460百万円（前年同四半期の売上高242百万円に比し、

90.0％の増加）、売上高の拡大及び原価率の改善等により、売上総利益は285百万円（前年同四半期の売上総利

益138百万円に比し、105.6％の増加）、営業利益は83百万円（前年同四半期の営業利益17百万円に対し、65百万

円の利益増加）、貸与資産賃貸料及び為替差損等を加減した経常利益は85百万円（前年同四半期の経常利益22百

万円に対し、62百万円の利益増加）、繰延税金資産の減少による法人税等調整額等を加減した四半期純利益は40

百万円（前年同四半期の四半期純利益94百万円に対し、53百万円の利益減少）となりました。

　

セグメント別の概況は、以下のとおりであります。

（光源装置）

　当社グループの主力製品であるＣＣＤ及びＣ－ＭＯＳイメージャ向け検査用光源装置につきましては、生産設

備の増強を伴う光源装置本体の受注及び半導体メーカーの稼働率改善を受けたメンテナンスサービスが共に堅調

に推移いたしました。

　当第１四半期連結累計期間における当セグメントの外部顧客に対する売上高は372百万円（前年同四半期の売

上高188百万円に比し、98.2％の増加）、セグメント利益は230百万円（前年同四半期のセグメント利益88百万円

に対し、141百万円の利益増加）となりました。

（太陽光発電関連製品） 

　太陽光発電関連製品につきましては、連結子会社である株式会社ＢＩＪにおける「ＯＨＩＳＡＭＡ ＳＹＳＴ

ＥＭ」の販売は、前年同四半期並みに推移いたしました。連結子会社であるおひさま農場株式会社におきまして

は、余剰電力買取制度または固定価格買取制度に基づく売電収入は少額に留まりました。当第１四半期連結会計

期間に完成した大規模太陽光発電所（鉾田市）の売電収入の本格的な貢献は、第２四半期連結会計期間からを予

定しております。また、大洋州諸島地域でのクリーンエネルギー事業に関して、当社は「ソロモン諸島向けソー

ラーホームシステムによる過疎地域の電力化」プロジェクトを開始し、ソロモン諸島の電力網の届かない過疎地

域へソーラーホームシステム 2,000台の設置を進めており、このプロジェクトによる売上高は、当第１四半期連

結累計期間に46百万円計上しております。

　当第１四半期連結累計期間における当セグメントの外部顧客に対する売上高は86百万円（前年同四半期の売上

高43百万円に比し、99.0％の増加）、セグメント損失は41百万円（前年同四半期のセグメント利益２百万円）と

なりました。　　

（その他）

　当第１四半期連結累計期間における画像検査装置の外部顧客に対する売上高は１百万円（前年同四半期の売上

高10百万円）、セグメント利益は0.3百万円（前年同四半期のセグメント利益５百万円）となりました。
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(2）財政状態の分析 

　当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ26百万円増加し、3,381百万円となりまし

た。 

　流動資産は、前連結会計年度末に比べ189百万円減少し、2,516百万円となりました。これは、受取手形及び売

掛金が219百万円減少したこと等によるものであります。固定資産は、前連結会計年度末に比べ216百万円増加

し、865百万円となりました。これは、機械装置及び運搬具（その他有形固定資産）が190百万円増加したこと等

によるものであります。 

　当第１四半期連結会計期間末の負債は、前連結会計年度末に比べ37百万円増加し、1,238百万円となりまし

た。これは、前受金が44百万円減少したものの、短期及び長期借入金の純増81百万円等によるものであります。

　当第１四半期連結会計期間末の純資産は、前連結会計年度末に比べ10百万円減少し、2,143百万円となりまし

た。これは、四半期純利益40百万円を計上したものの、前事業年度の期末配当金50百万円による資本剰余金の減

少等によるものであります。また、平成25年８月28日開催の定時株主総会決議に基づき、その他資本剰余金のう

ち 206百万円を繰越利益剰余金に振り替え、欠損の填補を行っております。

　

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課　

題はありません。

(4）研究開発活動　　　　

当第１四半期連結累計期間における当社グループの研究開発活動の金額は0.8百万円であります。

なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

　

EDINET提出書類

株式会社インターアクション(E02336)

四半期報告書

 4/18



第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

　　　　　　　　　　普通株式 254,000

計 254,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
(平成25年８月31日)

提出日現在発行数（株）
(平成25年10月15日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 100,521 100,521
東京証券取引所

（マザーズ）

当社は単元株制

度は採用してお

りません。

計 100,521 100,521 ― ―

（注）「提出日現在発行数」欄には、平成25年10月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使に

より発行された株式数は含まれておりません。

　

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。 

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金
増減額
（千円）

資本金
残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

平成25年６月１
日～　
平成25年８月31日

― 100,521 ― 610,982 ― 610,982

　

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成25年５月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

①【発行済株式】　　　　　

 平成25年８月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　 　16 ― ―

完全議決権株式（その他） 普通株式　100,505 100,505 ―

端株 ― ― ―

発行済株式総数 100,521 ― ―

総株主の議決権 ― 100,505 ―

　（注） 「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が１株（議決権１個）

含まれております。

②【自己株式等】

 平成25年８月31日現在

　
所有者の氏名
又は名称
 

　
所有者の住所

 
 

　
自己名義所有
株式数（株）
 

　
他人名義所有
株式数（株）
 

　
所有株式数の
合計（株）
 

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

　

株式会社イン

ターアクション

 

神奈川県横浜市

金沢区福浦一丁

目１番地

16 ― 16 0.01

計 ― 16 ― 16 0.01

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成25年６月１日から平

成25年８月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成25年６月１日から平成25年８月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、誠栄監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年５月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年８月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,522,863 1,454,025

受取手形及び売掛金 328,201 108,614

営業投資有価証券 260,000 260,000

商品及び製品 26,978 37,404

仕掛品 269,213 304,641

原材料及び貯蔵品 118,199 183,371

その他 181,928 169,069

貸倒引当金 △1,721 △761

流動資産合計 2,705,663 2,516,365

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 231,856 240,018

土地 117,663 118,413

その他（純額） 239,561 425,593

有形固定資産合計 589,080 784,025

無形固定資産

その他 6,589 7,876

無形固定資産合計 6,589 7,876

投資その他の資産

投資有価証券 236,878 236,878

その他 93,043 112,955

貸倒引当金 △276,163 △276,163

投資その他の資産合計 53,758 73,670

固定資産合計 649,428 865,572

資産合計 3,355,092 3,381,937

負債の部

流動負債

買掛金 71,326 42,737

短期借入金 173,000 282,000

1年内返済予定の長期借入金 118,708 117,792

未払法人税等 21,340 13,738

前受金 293,968 249,735

賞与引当金 － 9,695

製品保証引当金 3,238 2,779

その他 98,921 122,589

流動負債合計 780,503 841,069

固定負債

長期借入金 386,198 359,211

退職給付引当金 8,565 9,065

その他 25,255 28,787

固定負債合計 420,018 397,063

負債合計 1,200,522 1,238,132
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年５月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年８月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 610,982 610,982

資本剰余金 1,793,555 1,537,028

利益剰余金 △254,674 △7,578

自己株式 △1,911 △1,911

株主資本合計 2,147,951 2,138,521

その他の包括利益累計額

為替換算調整勘定 5,127 3,793

その他の包括利益累計額合計 5,127 3,793

新株予約権 1,490 1,490

純資産合計 2,154,569 2,143,804

負債純資産合計 3,355,092 3,381,937
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成24年６月１日
　至　平成24年８月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成25年６月１日
　至　平成25年８月31日)

売上高 242,595 460,952

売上原価
※1 103,932 ※1 175,890

売上総利益 138,662 285,062

販売費及び一般管理費 120,960 202,002

営業利益 17,702 83,059

営業外収益

受取利息 402 220

受取配当金 1 101

貸与資産賃貸料 9,946 9,375

その他 1,720 3,340

営業外収益合計 12,071 13,037

営業外費用

支払利息 2,738 3,665

為替差損 426 4,256

貸与資産諸費用 2,696 2,494

その他 1,280 678

営業外費用合計 7,142 11,095

経常利益 22,631 85,001

特別損失

固定資産除却損 － 2,276

特別損失合計 － 2,276

税金等調整前四半期純利益 22,631 82,725

法人税、住民税及び事業税 571 13,359

法人税等調整額 △72,149 28,544

法人税等合計 △71,577 41,904

少数株主損益調整前四半期純利益 94,208 40,821

四半期純利益 94,208 40,821
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成24年６月１日
　至　平成24年８月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成25年６月１日
　至　平成25年８月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 94,208 40,821

その他の包括利益

為替換算調整勘定 △105 △1,334

その他の包括利益合計 △105 △1,334

四半期包括利益 94,103 39,487

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 94,103 39,487

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

（1）連結の範囲の重要な変更

　　該当事項はありません。

　

（2）持分法適用の範囲の重要な変更

　該当事項はありません。 

 

（会計方針の変更等）

    　該当事項はありません。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

　　　　　該当事項はありません。

　

（四半期連結損益計算書関係）

※１　期末たな卸高は収益性の低下に伴う簿価切下後の金額であり、次のたな卸資産評価損が売上原価に含まれ

ております。

前第１四半期連結累計期間
（自　平成24年６月１日
至　平成24年８月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成25年６月１日
至　平成25年８月31日）

たな卸資産評価損 1,136千円 　 1,683千円

　

　

（四半期連結キャッシュ･フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四

半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成24年６月１日
至　平成24年８月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成25年６月１日
至　平成25年８月31日）

減価償却費 6,055千円 13,164千円
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成24年６月１日　至　平成24年８月31日）

１．配当に関する事項

配当金支払額　

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）　

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年８月28日

定時株主総会
普通株式 38,372 500  平成24年５月31日  平成24年８月29日 資本剰余金

　

２．株主資本の金額の著しい変動　

　当第１四半期連結会計期間における第６回新株予約権の行使（188個）により、当社の資本金が50,609

千円、資本準備金が50,609千円増加し、当第１四半期連結会計期間末において資本金が306,592千円、資

本剰余金が1,489,165千円となっております。

 　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成25年６月１日　至　平成25年８月31日）

１．配当に関する事項

配当金支払額　

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）　

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年８月28日

定時株主総会
普通株式 50,252    500  平成25年５月31日  平成25年８月29日 資本剰余金

　

２．株主資本の金額の著しい変動　

 平成25年８月28日開催の定時株主総会決議に基づき、その他資本剰余金のうち 206,273千円を繰越利益

剰余金に振り替え、欠損の填補を行ったこと等により、当第１四半期連結会計期間末において資本剰余金

が 1,537,028千円、利益剰余金が△7,578千円となっております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成24年６月１日　至　平成24年８月31日）　

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　  　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

 

報告セグメント
その他
（注）

合計
光源装置

太陽光発電
関連製品

計

売上高      

外部顧客への売上高 188,084 43,649 231,734 10,860 242,595

セグメント間の内部売上高又は振替
高

－ － － － －

計 188,084 43,649 231,734 10,860 242,595

セグメント利益 88,429 2,938 91,368 5,574 96,942

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントである「画像検査装置」であります。

　

　　　　２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

　　　　　　な内容（差異調整に関する事項）

　 （単位：千円） 　

利益 金額 　

報告セグメント計 91,368 　

「その他」の区分の利益 5,574 　

全社費用（注） △78,103 　

たな卸資産の調整額 △1,136 　

四半期連結損益計算書の営業利益 17,702 　

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない当社の本社管理部門に係る費用であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

　　　　　　　該当事項はありません。
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Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成25年６月１日　至　平成25年８月31日）　

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　  　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

 

報告セグメント
その他
（注）

合計
光源装置

太陽光発電
関連製品

計

売上高      

外部顧客への売上高 372,739 86,863 459,602 1,350 460,952

セグメント間の内部売上高又は振替
高

－ － － － －

計 372,739 86,863 459,602 1,350 460,952

セグメント利益又は損失（△） 230,329 △41,768 188,560 398 188,959

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントである「画像検査装置」であります。

　

　　　　２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

　　　　　　な内容（差異調整に関する事項）

　 （単位：千円） 　

利益 金額 　

報告セグメント計 188,560 　

「その他」の区分の利益 398 　

全社費用（注） △104,215 　

たな卸資産の調整額 △1,683 　

四半期連結損益計算書の営業利益 83,059 　

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない当社の本社管理部門に係る費用であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

　　　　　　　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成24年６月１日
至　平成24年８月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成25年６月１日
至　平成25年８月31日）

(1）１株当たり四半期純利益金額 1,199円45銭 406円17銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 94,208 40,821

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 94,208 40,821

普通株式の期中平均株式数（株） 78,543 100,505

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 1,190円33銭 405円37銭

（算定上の基礎） 　 　

四半期純利益調整額（千円） － －

普通株式増加数（株） 602 198

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株

当たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜

在株式で、前連結会計年度末から重要な変動が

あったものの概要

－　 －　

　　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。 

 

２【その他】

　　　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

平成25年10月15日

株式会社インターアクション

　取　締　役　会　　御中

 誠　栄　監　査　法　人  

　 　 　

 
　

　

代表社員　

業務執行社員　
公認会計士 田　村　和　己 ㊞

  
代表社員

業務執行社員　
公認会計士 森　本　晃　一 ㊞

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社イン

ターアクションの平成25年６月１日から平成26年５月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成25年６月

１日から平成25年８月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成25年６月１日から平成25年８月31日まで）に係る四

半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記につ

いて四半期レビューを行った。

　

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社インターアクション及び連結子会社の平成25年８月31日現在

の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がす

べての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　（注）　１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半

　　期報告書提出会社）が別途保管しています。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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